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1. はじめに 

災害時に、被災地域や被災施設が必要としている支援を、早く・十分に行うためには、迅速で正確性の高い情報

共有が重要である。 

特に被災地域の医療機関には、災害時においても地域医療を維持するために、必要な支援を迅速に行う必要が

ある。災害時情報共有が遅れると、支援の遅れにつながる可能性があるため、あらかじめ災害時情報共有体制を

構築し、常に動けるよう体制を維持しておくことが極めて重要となる。 

本マニュアルは、北海道の臨床工学技士が関連する病院・施設・企業・団体などとの災害時情報共有体制を整

備し、被災地や被災施設への人的・物的支援、ボランティアや支援物資の調整・物流整備、関係団体との協働

活動など、災害時活動において情報が十分活用される事を目的として作成した。 

以下、公益社団法人 北海道臨床工学技士会（以下、「当会」という）の災害時情報共有体制について記載

する。 

 

2. 定義 

本マニュアルにおける各用語は、災害対策基本法に準じて次の通り解釈する。 

(1) 災害 

暴風、竜巻、豪雨、豪雪、洪水、崖崩れ、土石流、高潮、地震、津波、噴火、地滑りその他の異常な自然

現象、又は大規模な火事若しくは爆発、その他その及ぼす被害の程度においてこれらに類する政令で定める

原因（放射性物質の大量の放出、多数の者の遭難を伴う船舶の沈没、その他の大規模な事故）により生

ずる被害をいう。  

(2) 防災 

災害を未然に防止し、災害が発生した場合における被害の拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ることをいう。  

 

3. 活動開始基準 

災害時情報共有の活動開始基準は、次の通りとする。 

⚫ 震度 6 弱以上の地震が発生した場合 

⚫ 構造物の損壊・焼失・浸水・流失、交通網の遮断、停電、断水など、広範囲にわたる災害が発生した

場合 

⚫ 当会 会長より指示があった場合 

上記基準に該当する災害が発生した場合は、災害発生地域、災害発生地域に隣接する地域、危機管理委員

会は、情報共有活動を開始する。 

それ以外の地域においては、危機管理委員会からの指示に基づいて活動を開始する。 
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図 1 地域の災害時情報共有イメージ 

4. 災害時の行動について 

災害時においては、以下が重要なので心がけること。 

⚫ まず自分の安全確保に努め、身近にいる者同士でお互いを救助しあう。 

⚫ 自分とお互いの安全が確保可能となったら、患者や職員・近隣も含めた人間の被災状況を確認する。 

⚫ 救助が必要な人の応急処置を行った後に、各設備と建物の被災・損壊状況を確認する。 

⚫ 自分と周辺の安全確保ができた後で、災害情報発信作業を行う。 

～災害時の情報発信について～ 

被災時に支援を受けるためには情報発信が重要となるが、被災した状況下で情報発信が困難である事は容易

に想像できる。 

要支援施設を特定し、できるだけ早い救援につなげるためには、大丈夫な地域や施設からの情報を元に被災地

域や被災施設の絞込みも行われる。 

このため災害時の情報発信は、被災有無にかかわらず、皆で取り組む必要がある事を理解いただきたい。 

 

5. HACE 災害情報コーディネーターと HACE 災害情報サポーター 

災害時情報を迅速かつ正確に収集・共有するために、当会支部ごとに「HACE 災害情報コーディネーター」と

「HACE 災害情報サポーター」を配置する。 

(1) 役割（図 1）（図 2） 

① HACE 災害情報コーディネーター 

図 1・図 2 を参考に、担当地域の災害時情報

共有体制を構築し、継続して機能するように取

り組む。 

災害発生時は、使用可能な通信手段で担当

地域の情報を集約し、6 ページの「災害時情報

共有フロー図」に沿って発信する。 

通信手段は当会支部ごとに任意に定めるが、

複数用意しておくこと。 

なお被災地外であっても、必要と思われる情報

は積極的に発信し、情報共有に努める。 

② HACE 災害情報サポーター 

HACE 災害情報コーディネーターの活動をサポ

ートする。 

災害発生時は、使用可能な通信手段で担当

地域の情報を集約し、6 ページの「災害時情報

共有フロー図」に沿って発信する。 

  

被災施設

HACE災害情報
コーディネーター
またはサポーター

隣接する施設

使用可能な
通信手段で

連絡！

臨床工学技士 臨床工学技士

⚫ 使用可能な通信手段で連絡を取り合い、HACE
災害情報コーディネーターへ、情報を集約する

⚫ 被災施設からの情報送信が難しい場合は、隣接施
設や地域などが協力し代行送信を行う

⚫ HACE災害情報コーディネーターは、集約した情報
を「災害時情報共有フロー図」に沿って発信する
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図 2 地域の災害時情報共有体制の例 

(2) 選出方法 

医療施設に勤務する当会会員の中から、以下手順で選出・就任する。 

なお選出にあたっては、事前に本人の同意を得ること。 

① HACE 災害情報コーディネーター 

当会危機管理委員会（以下危機管理委員会）が選出し、当会理事会の承認で就任する。 

② HACE 災害情報サポーター 

当会支部長が選出し、危機管理委員会委員長へ連絡・承認で就任する。 

(3) 登録 

HACE 災害情報コーディネーターと HACE 災害情報サポーターは、以下へ登録する。 

登録申請は、危機管理委員会が行う。 

① 日本臨床工学技士会 災害情報コーディネーター 

※ ①は、HACE 災害情報コーディネーターのみ登録する。 

② 当会災害担当用メーリングリスト「hace_saigai@」 

③ 当会災害担当用スマホアプリ 

(4) 育成 

登録者には、災害対策に関する研修受講するよう、危機管理委員会がサポートする。 

(5) 退任 

退任は、本人からの申し出に基づいて対応するが、後任者選出後の退任を原則とする。 

退任を希望する場合は、速やかに在籍地域の当会支部長または当会事務局へ連絡すること。  

○○支部
HACE災害情報
コーディネーター

HACE災害情報
サポーターA

HACE災害情報
サポーターB

HACE災害情報
サポーターC

○○地域担当
施設名
・○○○
・○○○
・○○○

○○地域担当
施設名
・○○○
・○○○
・○○○

○○地域担当
施設名
・○○○
・○○○
・○○○

支部長 HACE災害情報
サポーターD

作業補助

バックアップ

HACE災害情報
サポーターF

HACE災害情報
サポーターE

作業補助

対応できない地域の
バックアップ

担当施設が明確になっている事が望ましい
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6. 災害時情報共有手順 

(1) 全体イメージ図 

具体的な手順は、6 ページ 「災害時情報共有フロー図」を参照 

 

(2) 活動中の注意 

⚫ 「当会メーリングリスト」や「joho-ML」、また関係団体や行政など、対外的な情報発信は、情報を統括したう

えで行う。対外的な情報の統括・発信者は、次の順位とする。 

「1危機管理委員会委員長 → 2危機管理委員会副委員長 → 3危機管理委員会担当常務理事 

 → 4会長」（何らかの理由で12時間程度応答が無い場合には、自動的に次の順位者が対応する） 

⚫ 災害時情報送信フォームが使用できない場合には、「災害時情報共有シート」を写真撮影して送信するな

ど、負担の無い方法で行うこと。 

⚫ 送信した情報は、支援が必要ない事を送信するまで、1日1回発信した情報更新を継続すること。 

⚫ マスコミなど一般に情報公開される所への情報提供は、施設・個人の特定や混乱につながる可能性がある。

このため提供する情報内容について組織的に十分確認し、慎重に行うこと。 

⚫ 日本透析医会災害時情報ネットワークホームページへ発信した情報は、誰もが閲覧可能な情報のため、入

力する情報内容に個人情報が含まれないよう、注意すること。 

  

被災施設

HACE災害情報
コーディネーター

隣接する施設

使用可能な
通信手段で

連絡！

△△支部
被災地域

HACE災害情報
コーディネーター

使用可能な
通信手段で

連絡！

○○支部

HACE災害情報
コーディネーター

使用可能な
通信手段で

連絡！

□□支部

北海道臨床工学技士会 危機管理委員会
（不通時は技士会役員）

情報を基に、必要な対応をコーディネートする

メーリングリストなどを使用して同時に情報共有

技士会会員 関係学会・団体・行政



6 

 

(3) 災害時情報共有フロー図 

  危機管理委員会
（不通時は技士会役員）

当会支部長

HACE災害情報

コーディネーター

ならびにサポーター
当会会員

活動開始基準に該当

災害発生

災害発生地域・隣接する地域が対象

活動継続が

必要

支援が必要

状況を見て…活動終了を協議

活動終了を送信

【送信先】

当会メーリングリスト

＋

日本透析医会災害時情報

ネットワークのメーリングリスト

「joho-ML」

活動終了

対応を協議 ・ 実施 支援や受援など、必要な体制を確立するよう取り組む。

所属施設の詳細状況確認 + 発信した情報の更新

●災害時情報共有シート（詳細報告用）※様式２ を活用して状況確認する。

●支援が必要ない事を送信するまで、1日1回発信した情報更新を継続する。

●更新情報も、HACE災害時情報送信フォームへ入力する。

●HACE災害時情報送信フォームが使用できない場合は、使用可能な通信手段で、所属地域のHACE災害

情報コーディネーターへ、情報を集約する。

状況を送信
【送信先】

当会災害担当用メーリングリスト

「hace_saigai@」

または

当会災害担当用スマホアプリ

フォームの回答閲覧

先URLを送信
【送信先】

当会災害担当用メーリングリスト

「hace_saigai@」

＋

当会災害担当用スマホアプリ

情報を統括して送信

【送信先】

当会メーリングリスト

＋

日本透析医会災害時情報

ネットワークのメーリングリスト

「joho-ML」

情報を総合し地域の

状況を取りまとめる

災害時情報共有シート（初回報告用）※様式１

を活用して所属施設の状況確認

当会メーリングリスト

制限解除

情報入力先のURLなど

必要な情報を送信

【送信先】

当会メーリングリスト
HACE災害時情報送信フォームへ情報入力

HACE災害時情報送信フォームが使用できない場合は、使用可能な通信手段で

所属地域のHACE災害情報コーディネーターへ災害時情報を集約する。

支援が必要ない

場合は、これまで

情報入力、または

送信した先へ

その旨を送信

①自分自身の安全確保 ②避難経路の確認・確保 ③周囲の人の救護と安全確保

所属施設の災害時情報が、EMISと、日本透析医会災害時情報

ネットワークホームページにも発信されているか確認
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(4) 危機管理委員会の手順（補足） 

① 最初に行う、当会メーリングリストへの情報送信時は、以下内容を含める。 

⚫ タイトル ： 「HACE 災害時情報送信フォームへ情報入力のお願い」 

⚫ メール本文内 ： 災害時情報共有体制が始動した事と「HACE 災害時情報送信フォームの

URL」を記載 

⚫ 添付データ ： 災害時情報共有シート 

② 当会以外の関係学会・団体・行政などと連携を行う場合は、その旨会長へ上申し、対応を決定する。 

(5) 当会メーリングリストの制限解除手順 

通常は受信のみに制限されている当会メーリングリストだが、災害時は以下要領で制限解除して運用する。 

① 活動開始基準に該当する災害発生時、また災害時情報共有が必要と思われる事態が発生した場合

は、危機管理委員会が制限解除の必要性について迅速に協議を行う。 

② 制限解除の場合は、会長がメーリングリストの発信制限解除を行う。 

 

7. 被災地派遣に関する事項 

災害時情報収集活動のための被災地派遣は、危機管理委員会が人選や派遣期間などについて協議し、会長の

承認・指示で実施する。 

 

8. 情報共有訓練について 

訓練は、技士会会員の防災意識向上や、災害発生時に確実に行動できる体制維持のために重要である。 

このため、災害を想定した情報共有訓練を定期的に行う。 

(1) 訓練時期と頻度 

① 訓練時期は、毎年 9 月を目安に実施する。なお雪害訓練を行う場合は、厳冬期に実施する。 

② 頻度は年 1 回以上とする。 

(2) 訓練対象者 

① 当会 危機管理委員会 委員 

② HACE 災害情報コーディネーター・HACE 災害情報サポーター 

③ 当会 会員 

④ 危機管理委員会が承認した企業・組織・団体・個人 

(3) 訓練方法 

① 危機管理委員会は、訓練規模を決定し、シナリオを作成する。 

② 日本透析医会災害時情報ネットワークへの情報発信を含む訓練を行う場合は、あらかじめ危機管理委

員会より、日本透析医会災害時情報ネットワークへ訓練実施の連絡・手続きを行う。 
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③ 実施日の約 2 カ月前に、訓練日時やシナリオの連絡方法などの必要事項を、参加者へ通知する。 

④ 訓練当日の訓練災害発生時刻に、訓練対象者へ訓練災害発生の周知を行い、本マニュアルの「7.災

害時情報共有手順」の項に従って、情報共有訓練を行う。 

※ 訓練時における情報発信は、メールのタイトル等に「訓練」と付記するなどして、訓練であることを明

示して行うこと。 

※ 日本透析医会災害時情報ネットワークへの情報発信を含む訓練を行う場合は、「その他不足物

品や連絡事項等」欄へ、訓練であることを入力して情報発信を行うこと。 

(4) フィードバック 

危機管理委員会は、訓練対象者より、訓練を通して感じたことについて情報収集を行う。 

危機管理委員会は、得られた情報をもとに今後の災害対策向上に向けて検討し、以下項目をまとめて、当

会ホームページに掲示する。 

① 訓練概要（シナリオ内容や参加施設などの詳細情報） 

② 集計結果 

③ 成果・改善点 

 

  

https://www.saigai-touseki.net/result/#11
https://www.saigai-touseki.net/result/#11
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9. 通信手段 

災害時情報の通信手段を以下に示す。 

通信手段 使用条件 

LINE・Twitter・facebook などの SNS 

電話連絡・SMS 

職場・個人などの電子メール 

任意のグループ 

※ 各医療施設⇔HACE 災害情報コーディネーター間での情

報集約に活用（あらかじめグループを作成するなどし、複

数の通信手段を確保しておくこと） 

※ メーリングリストへ登録が、職場のアドレスなどのため、夜

間・休日などでメーリングリストにアクセスできない場合など

に活用（各地域・委員会メンバー・団体などにおいて、迅

速な情報集約のために活用する） 

当会メーリングリスト 当会メーリングリスト登録者のみ 

※ 通常時は受信のみ活用されている 

※ 災害時には、送受信可能へ設定変更して活用する 

※ 技士会会員への情報フィードバックに活用 

HACE 災害時情報送信フォーム 入力先 URL にアクセス可能な者（パスワード不要） 

※ 必要時に、当会メーリングリストへ入力先 URL を記載した

メールを送信。 

※ 回答情報は、HACE 災害情報コーディネーター、危機管

理委員、当会支部長、当会理事が確認する。 

当会災害担当用メーリングリスト 

「hace_saigai@」  

当会災害担当用スマホアプリ 

以下の者を登録する 

①HACE 災害情報コーディネーター 

②HACE 災害情報サポーター 

③危機管理委員会メンバー 

④当会支部長 

 

この通信手段は、行政や他団体へ提供したり、技士会会員へ

フィードバックしたりする統括情報を作成するための、生データを

取り扱う。 

災害時の様々な情報が含まれる生データのため、災害対策・

対応についてある程度知識のある人が取り扱わないと、不確定

な情報が先走りし、混乱に発展してしまう可能性がある。 

このため本通信手段の登録者には、災害対策に関する研修

受講するよう、危機管理委員会がサポートする。 
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通信手段 使用条件 

広域災害救急医療情報システム 

「EMIS」 

一般市民向け 

※ 災害救急医療に関わる一般向け各種情報の提供 

※ 災害医療に関わる固定コンテンツ 

※ 災害医療全般についてのリンク集 

施設担当者（ログインのための機関コード・パスワードが必要） 

※ 災害医療情報（緊急時、詳細）の入力、検索、集計 

※ 災害救急に関わる関係者向け各種情報の登録・提供 

※ 医療機関情報の提供 

※ 災害時における速報 

※ 情報共有化機能（メーリングリスト、メールマガジン） 

※ 機関情報の管理機能 

※ システム運用状態の切替 

※ 災害時における通知、連絡などの配信機能 

※ DMAT 指定医療機関から派遣される DMAT の活動状

況の集約、提供 

日本透析医会 

災害時情報ネットワーク 

災害時情報伝達システム 

透析施設担当者（誰でも情報発信可） 

※ 透析施設単位の情報を発信（学会会員・非会員を問

わない） 

※ 震度6弱以上の地震と、国または地方公共団体により災

害救助法が適用されるような、広範囲にわたる構造物の

損壊・焼失・浸水・流失、交通網の遮断などの被害が発

生した場合に活動開始 

日本透析医会 

災害時情報ネットワーのメーリングリスト 

「joho-ML」 

「joho-ML」登録者のみ 

※ 都道府県または地域単位で情報を集約して発信する 

※ 医師・臨床工学技士・看護師・行政等、1,000 名以上

が登録 

日本臨床工学技士会 

災害情報コーディネーターのメーリングリスト 

「i-coodi」 

「i-coodi」登録者のみ 

※ 臨床工学技士（災害情報コーディネーターとして登録済

者）が共有すべき情報を発信（主に事務連絡） 

※ 都道府県または地域単位で情報を集約して発信する 

※ 臨床工学技士 約 100 名以上が登録 
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10. 災害時情報の例 

災害時に共有すべき主な情報の例を以下に示す（初回報告は、できる範囲内での報告でもよい）。 

⚫ 被災内容 

⚫ 人員に関する事項（マンパワーが不足していないか） 

⚫ 施設全般の状況 

⚫ 病院機能の状況（外来・救急・透析・手術・集中治療室・栄養課（食事提供機能）の可否） 

⚫ 各医療機器の状況 

⚫ ライフラインの状況（水道・電気・ガス・医療ガス等） 

⚫ 人工呼吸患者状況（患者搬送・受け入れ等） 

⚫ 透析、CAPD等の可否 

⚫ 透析要請の有無 

⚫ 患者搬送の有無 

⚫ ボランティアの要・不要 

⚫ 透析室貸出の可否 

⚫ 透析受け入れ可否 

⚫ 不足物資（医療材料・生活物資など） 

※ 給水の手配においては、無駄なく迅速に手配するために、各施設の１日あたりの水の使用量・貯水槽の容量・給

水車と給水槽の間を繋ぐためのデバイス（ホースの長さ・揚水ポンプが必要かなど）についての情報提供が必要と

なるため、各施設において事前に調査・準備しておく必要がある。 

※ 燃料の手配においても上記同様の情報が必要となるため、日頃の情報の準備が必要である。  
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11. 様式 1 災害時情報共有シート（初回報告用） 
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12. 様式 2 災害時情報共有シート（詳細報告用 1/3） 
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13. 様式 2 災害時情報共有シート（詳細報告用 2/3） 
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14. 様式 2 災害時情報共有シート（詳細報告用 3/3） 
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15. 改訂履歴 

2019 年 5 月 24 日 初版作成 

2021 年 1 月 21 日 改訂 

2021 年 8 月 19 日 改訂 

2022 年 4 月 1 日 改訂 

 


